
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        

 
【日 時】2018 年 9 月 5 日（水）13：30～16：30 (受付：13：00 から) 
【講師等】13：30～15：30   
     近内美乃里氏（医師 平塚保健福祉事務所）  

15：40～16：30 
大木製薬株式会社（依頼中） 

【会 場】神奈川県社会福祉会館２Ｆ、ホール 

【定 員】90 名(定員になり次第締切ります)    【参加費】無料 
【主 催】（特非）神奈川県障害者地域作業所連絡協議会  
【共 催】神奈川県 

(福)神奈川県社会福祉協議会施設部会 障害福祉施設協議会,社会就労ｾﾝﾀｰ協議会 

神奈川県知的障害施設団体連合会、 

神奈川県身体障害施設協会 
【申込方法】メール：syousakuren@sirius.ocn.ne.jp   又は 

FAX: ０４５（２９０）０２０１ 

   【参加締切】2018 年 8 月 29 日（水） 

【問合せ・申込先】（特非）神奈川県障害者地域作業所連絡協議会 
〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡 4-2   

 ℡ 045-290-0501 

毎年、冬を迎えるとインフルエンザの流行による学校閉鎖、高齢者施設や病院での集団感

染による死亡事例などの報道が全国各地で聞かれます。またインフルエンザだけではなくノ

ロウイルスなどの感染症リスクは、体力のない子供や免疫力の弱った高齢者、障害者の生活

や生命にも大きな影響を及ぼす危険性があることを認識しておかなければなりません。 

特に障害福祉サービス事業所では、高齢者施設や学校と同様に長時間にわたり同じ場所、

同じメンバーで活動することが多く、更に外での活動や来訪者など第 3者と接触する機会も

あることから感染経路の特定も難しく、感染者が出た場合の適切な処置を怠ると利用者の支

援や事業所の業務に大きな支障をきたし、利用者や職員だけではなくその家族や関係者の日

常生活にも多大な影響を及ぼすことは容易に想像できます。 

感染症を防ぐには正しい知識を習得し、原因となるウイルスや細菌を「持ち込まない、持

ち出さない、拡げない」といった予防策を徹底することが大切ですし、それと同時に、もし

感染者が出た場合の正しい初期対応や蔓延させないための基本的な知識について学んでいく

必要があります。 

今冬に向けて、事業所内での感染症に対する危機意識やリスクについて、しっかりと知識を

身につけるための研修会の必要性について問われており、県の健康危機管理課に伺い、インフ

ルエンザやノロウイルスといった感染症対策を事業所内で考えていく中で、基本となる予防

法と初期対応の重要性についての研修会を要請いたしました。講師には保健福祉事務所の経

験豊富な医師（県健康医療局保健医療部健康危機管理課のご紹介）をお招きして、各事業所職員等に

対する研修会をお願いしておりますので、多くの皆様のご参加をお願い申し上げます。 

2018 年度 障害者事業所基本研修会のご案内 

テーマ：障害福祉サービス事業所における感染症対策。インフルエン
ザやノロウイルス等の予防法発生時の初期対応について！ 

―感染症を「未然に防ぐ」ための習慣と「いざというとき」の対応方法を身につける！― 



【会場案内図】 
        〒221-0844 横浜市神奈川区沢渡 4-2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         横浜駅から徒歩 7分 

 

・・・・・・・・・・・・・・・申 込 書・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
（FAX で申込を行う場合はこの申込書を切らずに送付ください。 

   送付状はいりませんので、このままご使用いただければ幸いです。） 

申込先 FAX: ０４５（２９０）０２０１、ﾒｰﾙ：syousakuren@sirius.ocn.ne.jp 

 

 
氏   名 

法人名と事業所名 

連絡先電話・FAX 

市町村名 

（区の場合記載のこ

と） 

障害福祉サービス事業所におけ

る感染症対策。インフルエンザや

ノロウイルス等の予防法と感染

時の初期対応について 

   

 

     ＊参加が不可の場合のみこちらから連絡いたしますので、連絡先等は必ず正確に記載ください。 

＊締切:8 月 29 日（水）ただし、定員なりしだい締切ります。  

  


